
Ⅰ　研究の趣旨
　○　東日本大震災、原発事故から得た貴重な学校給食の体験を記録に留め、緊急時の対応の教訓とする。
　○　学校給食用食材の処理過程においての放射性物質の科学的処理方法などについて資料を収集、整理

し、学校給食非常時における対策や食の安全・安心の普及充実に資する。

Ⅱ　研究の内容
　⑴　大規模災害時に学校給食が直面した様々な問題を整理し、今後の課題や対策の方向性を探る。
　⑵　大規模で長期化する放射能災害の中で、体内被曝を避ける学校給食の在り方について、様々な実例や

科学的知見を収集し整理する。
　⑶　学校給食緊急時における対策

Ⅲ　研究の対象
　⑴　第１章調査対象
　①　県内小学校：496校、中学校：238校
　②　県内単独調理場：244校、共同調理場：85施設
　⑵　第２章調査対象
　①　県内小学校：496校、中学校：238校
　・単独調理場：25校、共同調理場受配校：199校
　②　県内調理場：44施設
　・単独調理場：25施設、共同調理場：19施設

Ⅳ　研究の方法
　⑴　研究期間　　平成24年度
　⑵　調査期日
　①　第１章調査（福島県教育庁健康教育課）　　　　平成23年３月～４月
　②　第２章調査（食育に関する緊急調査研究会）　　平成24年７月～８月
　⑶　調査方法　　質問紙法
　⑷　研究方法
　○　第１章調査は、福島県教育庁健康教育課の調査データを整理する。
　○　第２章調査は、「①被害状況班」「②学校給食開始までの対応状況班」「③学校給食開始からの状況班」
「④放射能災害への主な対応と課題班」の４班を編成し、調査研究に取り組む。

　○　第３章は、公益財団法人福島県学校給食会の取組みを事務局で整理する。
　○　第４章は、「放射能災害に対する主な対応」と「災害時の主な対応」の２課題について、４班編成で
文献を基に整理する。

　○　「調査研究報告書」は、県内の小中学校等関係機関及び全国の学校給食会に配布する。
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Ⅴ　研究の全体構想と調査項目
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第１章（集計）
学校給食の実施
に関する調査集
計結果
（H23.4.12）

第２章（調査）
学校給食が直面
した様々な問題
の状況と対応・
課題

第３章（取組）
福島県学校給食
会の取組

第４章（資料）
学校給食への参
考資料紹介

１　基礎資料
２　県内小中学校の学校給食の実施状況
３　学校給食「開始予定あり」の調理場の状況
４　学校給食「開始未定」の調理場の状況
５　子どもの昼食状況

１　東日本大震災発生後７日間の対応
２　空間線量の把握と取扱食品の放射性物質検査
３　安心安全な米の安定的な確保
４　放射能災害に関する研修機会の提供と調査研究
５　他県等からの支援・その他

⑴　内部被曝を避ける学校給食食材
　①　食品の選び方
　②　食材の除染方法
　③　放射線から体を守る食べ物

⑴　災害時における学校給食食品

⑵　災害時における学校給食必要物品等

1 被害状況

⑴　給食施設等の
被害状況

①建物	 （調査１－１）
②設備	 （調査１－２）
③器具類	 （調査１－３）

①主な熱源の復旧	 （調査２－１）
②使用水道の復旧	 （調査２－２）

①給食開始日	 （調査５）

①給食の現在の状況	 （調査８）

①設備・器具類	 （調査４－１）
②衛生管理	 （調査４－２）
③食材確保	 （調査４－３）
④外部との連携	 （調査４－４）

①課題・内容	 （調査７－１）
②安全性と保護者への対応
	 （調査７－２）

①測定検査	 （調査９－１）
②測定検査機	 （調査９－２）
③食材・食品への対応	 （９－３）
④業者への対応	 （調査９－４）
⑤保護者への対応	 （調査９－５）
⑥学校への対応	 （調査９－６）

①食品の安全確保	 （調査 10－１）
②業者への対応	 （調査 10－２）
③保護者への対応	 （調査 10－３）
④学校への対応	 （調査 10－４）

①昼食開始までの子どもの昼食
	 （調査３）

①給食開始時の給食の内容
	 （調査６）

⑵　ライフライン
の被害状況

⑴　給食開始まで
の子どもの昼食

⑵　給食開始時の
給食の内容

⑴　給食開始日

⑷　現在の状況

⑴　主な対応

⑵　主な課題

⑵　給食開始へ向
けての主な活動

⑶　給食開始時の
主な課題・内容

2 学校給食開
始までの主
な対応状況

4 放射能災害
への主な対
応と課題

1 放射能災害
に対する主
な対応

2 災害時の主
な対応

3 学校給食開
始からの状
況
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